


配布エリア/各版部数

〈横須賀市〉秋谷/安針台/阿部倉町/粟田/池上/池田町/不入斗町/岩戸/浦賀丘/浦賀/浦上台/  
浦郷町/上町/太田和/大津町/大矢部/小川町/追浜東町/追浜南町/追浜本町/追浜町/小原台/
金谷/鴨居/衣笠栄町/公郷町/久比里/久村/久里浜/久里浜台/グリーンハイツ/小矢部/坂本
町/桜が丘/佐島/佐野町/佐原/汐入町/汐見台/湘南鷹取/鷹取町/武/田戸台/津久井/鶴が丘/
長井/長坂/長浦町/長沢/長瀬/夏島町/西浦賀町/西逸見/根岸町/野比/ハイランド/走水/浜
見台/林/東浦賀/東逸見/日の出町/平作/深田台/富士見町/二葉/逸見が丘/舟倉/船越町/平
和台/望洋台/本町/大滝町/馬堀海岸/馬堀町/港が丘/南浦賀/三春町/御幸浜/森崎/安浦町/
山科台/米が浜通/若松町/平成町/光風台/吉井/吉倉町/若宮台/湘南国際村
〈逗子市〉池子/桜山/沼間/山の根/新宿/逗子/小坪/久木
〈三浦市〉南下浦町上宮田/初声町和田/初声町入江/初声下宮田
〈葉山町〉長柄/堀内

横須賀・三浦・湘南版 各161，000部

上大岡戸塚
湘南台

金沢八景

大船

磯子
新杉田

並木中央

港南台

新逗子

横須賀中央

浦賀

京急久里浜
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〈港南区〉大久保1～3丁目/港南中央通/上大岡東1～3丁目/上大岡西1～3丁目/
港南1～6丁目/日野中央1～3丁目/日野1～9丁目/笹下1～7丁目/下永谷1～5
丁目/上永谷1～6丁目/丸山台1～4丁目/日限山1～4丁目/野庭町/日野南1～7
丁目/港南台1～9丁目/最戸1～2丁目/芹が谷1～5丁目/東永谷1～3丁目/東芹
が谷
〈磯子区〉磯子2～5丁目/森1～6丁目/洋光台1～6丁目/田中1～2丁目/上中里
町/氷取沢町/栗木1～3丁目/杉田1～5丁目
〈栄区〉鍛冶ヶ谷町/元大橋1丁目/中野町/小菅ヶ谷1・3丁目

洋　港　版 105，000部第3週金曜日発行

〈栄区〉上郷町/公田町/中野町/鍛
冶ヶ谷町/鍛冶ヶ谷1～2丁目/小
菅ヶ谷1～4丁目/桂町/笠間町/
飯島町/長沼町/本郷台1～5丁目/
若竹町/元大橋1～2丁目/庄戸1
～5丁目/長倉町/東上郷町/犬山
町/尾月/上之町/野七里1～2丁
目/小山台1～2丁目/柏陽/桂台/
亀井町
〈戸塚区〉上倉田町/下倉田町/戸
塚町/矢部町/南舞岡1～4丁目/
汲沢1～2・7～8丁目
〈港南区〉港南台1～9丁目/日野
南1～7丁目
〈磯子区〉洋光台1～6丁目
〈鎌倉市〉大船1～6丁目/岩瀬/岩
瀬1丁目/岡本

さかえ・とつか版 90，000部

〈金沢区〉長浜1～2丁目/堀口/片
吹/西柴1～4丁目/谷津町/泥亀1
～2丁目/柴町/金沢町/町屋/洲崎
町/平潟町/瀬戸町/野島町/乙舳
町/寺前1～2丁目/六浦南町/六浦
東町/六浦1～5丁目/大道1～2丁
目/釜利谷東1～7丁目/釜利谷西1
～6丁目/釜利谷南1～4丁目/並木
1～3丁目/柳町/高舟台1～2丁目/
能見台東/東朝比奈1～3丁目/能
見台1～6丁目/能見台通/富岡東1
～6丁目/富岡西1～7丁目/大川/
朝比奈町
〈磯子区〉氷取沢町/上中里/新杉
田町/杉田坪呑/杉田1～9丁目/中
原1～4丁目

90，000部金　沢　版

第1週金曜日発行

第2週金曜日発行

※一部の地域に配布
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総発行部数

868，000部

※各エリアともに無作為に配布しており、全世帯に配布しておりません。

※横須賀・三浦・湘南版月刊発行3回分含む

第1・2・3週金曜日発行

〈中区〉松影町/吉浜町/長者町/石川町/山手町/麦田町/南仲通/上野町/弁天町/太田町/住吉
町/常盤町/尾上町/山下町/元町/新山下町/宮川町/日の出町/初音町/黄金町/富士見町/根
岸旭台/根岸加曽台/根岸町/本牧間門/曙町/弥生町/万代町/不老町/翁町/扇町/寿町/山元
町/滝之上/千代崎町/北方町/柏葉/鷺山/竹之丸/打越/大平町/吉田町/福富町西通/福富町
仲通/福富町東通/伊勢佐木町/末吉町/若葉町/山田町/千歳町/三吉町/小港町/本郷町/本牧
町/錦町/本牧埠頭/本牧原/本牧宮原/本牧緑ヶ丘/本牧満坂/本牧荒井/本牧和田/本牧三之
谷/本牧大里町/本牧元町/蓑沢/寺久保/豆口台/池袋/花咲町/野毛町
〈西区〉桜木町/花咲町/紅葉ヶ丘/宮崎町/老松町/東ヶ丘/赤門町/霞ヶ丘/西戸部町/伊勢町/
御所山町/戸部本町/中央/戸部町/高島町/平沼/西前町/藤棚町/境之谷/元久保町/東久保町/
久保町/浜松町/東平沼町/岡野/南幸/北幸/楠町/浅間町/南浅間町/浅間台/宮ヶ谷/南軽井
沢/北軽井沢/みなとみらい

中区・西区版 100，000部第4週金曜日発行
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昭和52年1月21日
タブロイド判8～16ページ
さかえ・とつか版 ………… 第1金曜日　
金沢版……………………… 第2金曜日
洋港版……………………… 第3金曜日
横須賀・三浦・湘南版…第1・第2・第3金曜日
横浜市中・西区版…第4金曜日（平成23年11月創刊）
地域ごとに独自の配布組織によるポスティング及び協力
店によるスポット置き
約650名（おもに主婦）

株式会社　はまかぜ新聞社
横浜市中区常盤町1-1 宮下ビル7F
TEL.045（662）4390 FAX.045（662）5348
代表取締役会長　新田 東一

はまかぜDATA

はまかぜ
媒体概要

ますますパワーアップ!!
「はまかぜ」は地域の皆様と共に
 歩み続けています
　「はまかぜ」新聞は昭和52年1月、行政と地域の情報伝達手段として、
洋光台・港南台地区をエリアとした洋港版が創刊され、その後、栄区をエ
リアにしたさかえ版、金沢区をエリアとした金沢版、三浦半島一帯（横須
賀市・三浦市全域と逗子市・葉山町の一部）をエリアにした横須賀・三
浦・湘南版の計4版が次々と発刊されました。
　平成5年3月、洋港版が上大岡地区へ、金沢版が新杉田地区へ、さかえ・
とつか版（旧さかえ版）は、JR戸塚駅周辺および大船地区へ各々エリアを
拡大。また、最も発行部数の多い横須賀・三浦・湘南版は平成8年10月に
月刊から隔月間の月2回に、平成17年4月には第1・第２・第３週金曜日の
月3回発行となりました。
　平成23年11月に中区・西区版を創刊し、現在「はまかぜ」新聞は計5版、
月7回の発行、総発行部数は868,000部（横須賀月3回を含む）を数え、各
地域の主婦層を中心に、幅広い年代の読者をターゲットにしたコミュニテ
ィーペーパーとして地域住民の方々に親しまれております。また、平成29
年1月に創刊40周年を迎え、衣食住に関する生活・経済情報、地元商店街
のショッピング、イベント情報、サークル活動や各種ボランティア活動、
学校・幼稚園紹介などや、地元商店街、百貨店、事業所等の販促媒体とし
て、高い信頼性と評価を得ています。



はまかぜの特徴

「はまかぜ」は、
これからも、あなたの街を応援します。

 はまかぜ新聞は日常生活には欠かせない
地域の情報が満載。身近な情報がすばやく
提供できるのは、発行エリア内に住む主婦
の方々が「はまかぜライター」として活躍
しているからです。身近なまちの話題から
行政の問題まで幅広く取材活動を展開し、
多くの読者の方から「わたしの街のフリー
ペーパー」として好評を得ています。
　

　紙面だけにとどまらず、「はまかぜ」は各
種イベントも企画・開催し、読者参加型のイ
ンタラクティブな新聞を目指しています。
　発行エリアの自治体・商店会とも密接なつ
ながりを得ており、地域を代表するフリーペ
ーパーとして、商店街などの活性化を目的と
したプロジェクトに、企画段階より参加。情
報提供や企画提供、実行委員会のメンバーと
しても、その一翼を担っています。

　テーマに合わせて、年間
さまざまな企画を提案、よ
りお得な情報を掲載してい
ます。
　季節や時流に即応してい
るため、催事やイベントに
合わせた企画提案で、読者
の関心や興味を高めていま
す。紙面を利用するクライ
アントの広告・宣伝・販売
戦略にも、多大な効果を上
げています。

記事の特徴は…

参加型イベントの開催

独自企画
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読者
の 声

「はまかぜ」では、アンケートや読者からの問い合わせの声をしっかりと受け止め、
企画提案や紙面編集の参考とし、さらに読者を引き付ける情報提供を心掛けています。
●去年4月に引っ越してきて、全く情報がなかったので、お店の広告などはスクラップにしています。（港南区／女性／24才）
●家の近くの情報が載っているので、参考にしています。病院も参考にしていきました。（栄区／女性／31才）
●レジャーから医療関係まで幅広い内容で、いつも楽しみにしています。（横須賀市／女性／38才）
●地域のイベント情報が盛り沢山で、サークル活動の参考にさせていただきました。（金沢区／女性／42才）

　「はまかぜ」の大きな特徴は、独自の配布システムです。発刊以来、
独自のポスティングシステムを構築、信頼性の高いフリーペーパーと
しての地位を確立しました。
　大手日刊紙への折込配布ではなく、はまかぜ配布員（地元の主婦が
中心）による各家庭へのポスティング配布でお届けしています。
　この作業がワンウェイとなりやすいフリーペーパーを、読者である
住民とのコミュニケーションを深める地域情報紙として、愛読者の拡
大にもつながるツーウェイコミュニケーションへと実を結びました。

　「はまかぜ」を支えているのは、地元の生
活情報に敏感な家庭の主婦を中心とした女性
たちです。そこで小紙は、主婦の消費行動を
大きく左右する情報をより多く、紙面に盛り
込んでいくことを第一と考えています。
　アンケート調査や読者プレゼントなどの反
響をみても女性の支持が圧倒的です。
　また、幅広い読者を持つ「はまかぜ」は、
読者とクライアント、読者と地域を結ぶコミ
ュニケーションの場を提供しています。

　読者層は女性が中心ですが、中でも20代
後半から30代、40代、50代の広い年代の
主婦層が「はまかぜ」を支えています。子
育て真っ最中のヤングママ世代から、子育
てを終え、趣味などに新たな人生の目標を
見いだし奮闘する中高年、熟年世代まで、
また男性や社会進出の著しい自立した女性
まで、幅広い年齢層から支持を得ているこ
とがデータから読み取れます。
　企業や商店はこのデータを活用、新製品
の開発や販促、イベント、営業戦略、市場
マーケティングなどの資料としても利用で
きます。
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女性の支持が圧倒的



〒231-0014　横浜市中区常盤町1-1 宮下ビル7F
URL:http://www.hamakaze.com

株式会社 はまかぜ新聞社 
TEL.045（662）4390  FAX.045（662）5348

★広告のお申込み・お問合せは下記代理店へ




